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令 和 ２ 年 第 ９ 回
箕面市教育委員会定例会会議録

１．日 時 令和２年９月１７日（木） 午後２時

１．場 所 箕面市役所３階 委員会室

１．出 席 者 教 育 長 藤 迫 稔 君

代 表 教 育 委 員

教 育 長 職 務 代 理 者 山 元 行 博 君

委 員 髙 野 敦 子 君

委 員 大 橋 亜由美 君

委 員 中 享 子 君

１．付議案件説明者

副 教 育 長

兼子ども未来創造局長 尾 川 正 洋 君

子 ど も 未 来 創 造 局

副部長兼教育政策室長 藪 本 正 博 君

子 ど も 未 来 創 造 局

担 当 副 部 長 岡 裕 美 君

子 ど も 未 来 創 造 局

学 校 教 育 監 石 橋 充 久 君

子 ど も 未 来 創 造 局

担 当 副 部 長 今 中 美 穂 君

子 ど も 未 来 創 造 局

副 理 事 野 澤 昌 弘 君

学 校 生 活 支 援 室 長 宇 根 彩 美 君

文 化 国 際 室 長 村 中 慶 三 君

１．出席事務局職員

教 育 政 策 室 参 事 乾 敬一朗 君

教 育 政 策 室 林 由 記 君



１．議事日程

日程第 １ 会議録署名委員の指定

日程第 ２ 教育長報告

日程第 ３ 箕面市学校防災指針改定の件

日程第 ４ 箕面市教育委員会事務局事務決裁規程改正の件

日程第 ５ 箕面市教育委員会の所管に係る令和２年度一般会計補正予算の件

日程第 ６ 箕面市奨学生選考委員会委員解職及び任命の件

日程第 ７ 箕面市社会教育委員解職の件

日程第 ８ 箕面市社会教育委員委嘱の件

日程第 ９ 箕面市教育委員会人事発令の件

日程第１０ 箕面市教育委員会会議録の承認を求める件

（午後２時開会）

◯教育長（藤迫稔君） ： ただ今から、令和２年第９回箕面市教育委員会定例会

を開催いたします。議事に先立ちまして事務局に「諸般の報告」を求めます。

（事務局報告）

◯教育長（藤迫稔君） ： ただ今の報告どおり、本委員会は成立いたしました。

◯教育長（藤迫稔君） ： それでは、日程第１「会議録署名委員の指定」を行い

ます。本日の会議録署名委員は、箕面市教育委員会会議規則第５条第２項の規

定に基づき、大橋委員を指定いたします。

◯教育長（藤迫稔君） ： 次に、日程第２「教育長報告」を行います。８月の教

育委員会活動報告は議案書をご覧いただくことにいたしまして、この時間を使

って、２点、私の方からご報告させていただきたいと思います。まず１点目は、

新型コロナウイルス感染症対策に関してですが、すでに個別にご連絡させてい

ただきましたように、中学校の教員が新型コロナウイルスに感染し、併せて生

徒数人が濃厚接触者に指定されました。あらかじめ教育委員会で定め、校長宛

に通知しておりました｢本市における児童生徒等及び教職員に新規感染者が確

認された場合の基本的な対応について｣に基づき、併せて、保健所と連携を重ね

ながら、臨時休校の設定、教職員や子ども達への対応、消毒等の措置をはじめ

としておおむね適切に対応できたものと感じています。結果としてＰＣＲ検査

を受けた者全員が陰性であったことから本日１７日から学校は再開しておりま

す。この新型コロナウイルスは全国的にも収まる傾向になりつつあると報道さ

れてはいますが、本件が生じたことでコロナウイルスの影響が身近に迫ってい

るという感覚が強まりました。また、修学旅行についても、各自治体によって



取り組みは様々ですが、本市においては、感染対策を徹底することを条件に実

施することとし、すでに１４日から第二中学校が、そして本日から豊川北小学

校が出発するなど、スタートを切っていますが、とにもかくにも今後もこの感

染対策にはより慎重になって取り組んでいきたいと思います。よろしくお願い

いたします。また、今、私たちが最も気をつけなければならないことは、感染

者、濃厚接触者等とその家族に対する誤解や偏見に基づく差別を起こしてはな

らないということです。特に、児童生徒等が新型コロナウイルス感染症を正し

く理解するよう指導することが極めて重要であり、感染予防の知識そのものも

大切ですが、このコロナウイルスは誰もが感染する可能性があるものであり、

感染した人が悪いということではないことなど、徹底して指導することが必要

だということで、学校園所においてしっかりと取り組んでいきたいと思います。

２点目は、９月に入って市長と各部局との意見交換会が行われました。教育委

員会事務局との意見交換会では、学校教育関係では、「学校徴収金の業務の公

会計化」、「青少年教学の森の指定管理」、「熱中症対策の見直し」などを、

子育て関係では、「児童相談支援センターの体制の確立」、「学校法人設立の

進捗状況と今後の進め方」などを、生涯学習関係では、「新稲の森の活用方針」、

「西南図書館の活性化」、「総合水泳・水遊場の整備」などに多くの時間を費

やし意見交換を行いました。いろいろと宿題もいただきましたので、皆さまに

も随時意見をいただきながら、整理していきたいと思っていますのでよろしく

お願いします。少し長くなりましたが、以上をもちまして教育長報告とさせて

いただきます。

◯教育長（藤迫稔君） ： ご質問、ご意見をお受けいたします。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 夏も終わりになりますので、今年度、熱中症

対策のことで何か変化等あったかどうかお聞きしたいです。箕面市で２年程前

から熱中症対策に取り組んでいる中で、部活動の試合について、なかなか地区

大会等が成立していなかったように思います。結果として子どもたちが試合や

大会に参加できないということが続いていたと思いますので、今年はコロナウ

イルスの影響で熱中症対策の話が消えてしまっていますが、熱中症対策に変化

があればお聞きしたいです。

◯子ども未来創造局学校教育監 ： 今年度は夏休みが非常に短縮されたというこ

とと、短縮された夏休み中に学校閉校日を設定したことで、部活動の公式戦に

ついて、各種目とも日程の設定が非常に難しかったというように聞いておりま

すが、その中でもやはり子どもたちのために試合は何とか確保しようというこ

とで、ほとんどのクラブが公式戦を実施したと聞いております。

◯代表教育委員（山元行博君） ： ニュースを聞いていると、部活動の対外試合

でクラスターが発生したということを結構耳にしますので、注意する必要はあ

ると思います。熱中症対策とコロナウイルス対策との両方が必要で、部活動の



指導をされている先生がたは大変だと思いますが、ぜひとも注意しながら、で

きるかぎり子どもたちに試合等の機会を与えてあげて欲しいと思っております。

◯教育長（藤迫稔君） ： 補足ですが、後ほど案件外で、新型コロナウイルス関

係について、市長と意見交換会をしましたところを説明します。どんなやりと

りをしたのか、また熱中症対策についての今後の方向性についても、少し説明

させていただくことになりますので、そこで議論させていただけたらと思いま

す。

◯教育長（藤迫稔君） ： それでは、箕面市教育委員会会議規則第４条の規定に

基づき、山元代表教育委員を指名し、ここからの議事進行をお願いいたします。

◯代表教育委員（山元行博君） ： ただいまご指名いただきましたので、ここか

らの議事を進行いたします。まず、日程第３、議案第５９号「箕面市学校防災

指針改定の件」を議題といたします。議案の朗読を省略し、提案理由を子ども

未来創造局教育政策室長に求めます。

◯子ども未来創造局教育政策室長 ： 本件は、本市の風水害時における休校基準

の見直しを行うため、箕面市学校防災指針の改定を提案するものです。改定い

たしましたのは、「休校・時程の繰り下げ等の基準となる警報等の種類」で、

とどろみの森学園について、特別警報、暴風警報、大雨警報とし、とどろみの

森学園以外の小学校・中学校について、特別警報、暴風警報、大雨警報（だだ

し大雨警報（土砂災害）を除く）とし、市の避難情報が出されている地域を含

む中学校区内にある小学校・中学校については、「避難準備・高齢者等避難開

始」「避難勧告」「避難指示（緊急）」等の市の避難情報とするものです。な

お、特別警報、暴風警報、大雨警報の発表前に市の避難情報が発令された場合

や、特別警報、暴風警報、大雨警報の解除後も、市の避難情報が解除されない

場合は、教育委員会が休校の判断を行うものとしております。

◯代表教育委員（山元行博君） ： ご質問、ご意見をお受けいたします。

◯委員（中享子君） ： 現在の休校基準はどのような点に問題があったと考えら

れますか。

◯子ども未来創造局教育政策室長 ： 現在の休校基準につきましては、気象庁の

発表される警報を基準としておりますので、市域一律の運用となっております。

局地的な豪雨の場合など、地区によっては休校とせずに授業ができるような状

態も発生しておりました。この７月の豪雨がまさにその状況だったと思います。

◯教育長（藤迫稔君） ： 補足ですが、７月の豪雨の際は、箕面市は７月８日、

９日の２日間を休校としたのですが、近隣市を見ましても豊中市、池田市、吹

田市は１日も休校になっておりませんし、茨木市は小中学校４６校のうち２校

だけが休校になったという状況です。大阪府内全体で見ますと、２日続けて全

校が休校になっているのは、箕面市、豊能町、千早赤阪村の３市町ですが、小

中学校合わせて豊能町は６校、千早赤阪村は３校という状況です。大阪府内の



中で、地域によって危険な地域と危険でない地域がありますので、一律に一つ

の警報で全市的に全部を休校にする、しないと決めることに課題は感じており

ます。その辺りの住み分けをした方がよいのではということが１点と、気象庁

の出し方でいうと、大雨警報の中でもいくつか種類がありますので、大雨警報

の種類に合わせて休校基準を設けるべきではないかという問題意識で、今回の

改定に至りました。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 他、どうでしょうか。

◯委員（髙野敦子君） ： 大雨警報にはいくつか種類があるということですが、

改めて説明していただけますでしょうか。

◯子ども未来創造局教育政策室長 ： 降った雨が地表面にたまった量を示す「表

面雨量指数」に基づいて出されます「大雨警報（浸水害）」、土壌中に浸み込

んだ雨水の量を示す「土壌雨量指数」に基づいて出される「大雨警報（土砂災

害）」、これらが同時に出される「大雨警報（土砂災害・浸水害）」の３つが

ございます。いずれも気象庁により市域全体に対して出され、市が避難情報等

を出す際の基準となるものでございます。

◯委員（髙野敦子君） ： 大雨警報に３つの種類があるということは一般的にあ

まり知られていないことだと思います。保護者が自分自身で休校かどうかを確

認することは難しいかと思いますが、その点についてはどうでしょうか。

◯子ども未来創造局教育政策室長 ： テレビの天気予報等ですと大雨警報とだけ

発表される場合が多いです。ただ、気象庁のホームページやＮＨＫのデータ放

送等で大雨警報の種別は確認できるようになっております。また、ほとんどの

保護者のかたは学校からのメール配信サービスに加入いただいておりますので、

学校が休校となる場合におきましては、メール等をしっかり活用してまいりた

いと考えております。

◯委員（髙野敦子君） ： ありがとうございます。７月の豪雨の時にも実際に私

もメール配信を受け、学校が休校になるかどうかの連絡をもらいました。その

時、休校の判断が、午前７時の段階、午前９時の段階で行われ、午前９時で全

部の判断が出るということだったのですが、ちょうど私もそうだったのですが、

午前９時というのは保護者の仕事が始まっていて、配信メールは保護者に届く

ので、メールが届いてからその内容を家庭で待機している子どもたちに伝える

というのは、場合によっては難しいご家庭もあったのではないかと思います。

また、メールもすごくありがたいのですが、全学校で一斉に配信することなの

で、サーバーが混み合ってしまったり、メールの送受信ができなかったり等の

トラブルも聞いたことがあります。同時にぜひやって欲しいと思うことは、学

校のホームページや学校ブログに情報を載せて欲しいということです。なぜか

というと、ちょうどＺｏｏｍのオンライン授業をするようになっている中で、

オンライン授業を受けるためには必ず学校のブログを経由していくことになっ



ています。子どもたちは毎回その作業をしていますので、簡単に学校ブログに

アクセスしたり、学校ホームページを見るのはごく自然にできることではない

かと思いますので、子どもが自分で情報を探しにいくということにも非常に有

効でないかと思いますので、配信メールと合わせてホームページ等へ情報を載

せていくことについてもお願いしたいと思います。

◯子ども未来創造局教育政策室長 ： ご意見ありがとうございました。学校ホー

ムページの件は検討させていただきたいと思います。今回の改定の暁には、保

護者のかたが動揺しないような、間違わないような形の丁寧な周知に努めてま

いりたいと思いますのでよろしくお願いします。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 他、どうでしょうか。

◯委員（大橋亜由美君） ： 大雨警報は気象庁が出しているものですけれど、休

校の基準の一つとされている避難情報について、誰がどのような基準で出して

いるのか確認したいです。

◯子ども未来創造局教育政策室長 ： 避難情報は市が、市の町丁目毎に「避難準

備・高齢者避難指示」「避難勧告」「避難指示（緊急）」の区分で発令するも

のです。「避難準備・高齢者等避難開始」は大雨警報（土砂災害）が発表され

ており、かつ市内の雨量観測所における土砂災害の危険度が２時間後の予想で、

一定の基準を超えて、さらに雨が継続して降る場合に発表されるものでござい

ます。その後、市内の雨量観測所の情報に基づき、危険度に応じて、避難を促

す「避難勧告」、緊急の避難を指示する「避難指示（緊急）」が発令されます。

これらは市の職員が感覚的に判断するものではございません。気象情報や雨量

などの一定の指標に基づき段階的に発令されるものでございます。

◯教育長（藤迫稔君） ： 改定前の休校基準につきましては、市の避難情報警戒

レベル４、避難勧告、避難指示以上が出た場合となっておりますが、改定後の

基準は、大雨警報でも土砂災害だけの場合は止々呂美以外は休校にしませんと、

基準を緩めたように感じるところがあるかもしれませんが、今までは避難勧告

以上のところを避難準備までと、判断基準を１つ安全な方に寄せています。恐

らく、止々呂美は大雨の土砂災害で休校なのに、止々呂美以外の市街地は大雨

警報の土砂災害で休校ではないというので大丈夫なのか、市街地であっても危

険なところが出てくるのではないかという意見があると思いますが、特定の地

域については状況に応じて休校の判断もするというように、基準を１ランク安

全な方に寄せた形にさせていただいてます。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 私から、部活動にこだわって話を聞いておき

たいのですが、箕面市の中で止々呂美だけが休校となる扱いを受ける形になる

ので、特定の学校だけが休校になるケースは他の市町村にもあるのかどうか知

りたいです。中学校で、地区の大会、府の大会、近畿大会、全国大会等、いろ

いろな大会がある場合に、警報の扱いの違いによって参加できないというケー



スがこれから発生するのかどうか分かりません。今年はコロナの影響で夏休み

が短かく、部活動自体もあまり活動できていないので、いろいろな大会を開催

するのが難しいかもしれません。今後、この状況が続いていくのであれば、警

報の扱いによって、市町村の中で特定の中学校だけ休校になるという場合には、

大会についてどういった扱いになっているのかを調べて欲しいです。その辺り

はどうでしょうか。

◯子ども未来創造局学校教育監 ： 市町村のなかで警報によって特定の学校だけ

休校になることについての対応ですが、まず中体連関係の代表に確認したとこ

ろ、１校でもそのような学校が出た場合は、大会を順延して行うという判断を

するということでした。実際に中体連の全ての種目の規約は確認できておりま

せんが、いくつかの種目を確認したところ、例えばバスケットボールであれば、

会場校は休校ではないが、参加校のうち１校でも休校措置を取らなければなら

ない場合には、その会場の全ての試合を順延すると規約の中に明記させている

と確認しておりますので、おそらく他種目においても同様ではないかと考えて

おります。管理職において判断する場合にも、１校でも参加できない場合は順

延するという判断でありますし、規約にもこのように記載されているものもあ

りますので、休校になる学校が大会に出られなくなるという状況は起きないと

考えております。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 他、質問等ございますか。

◯代表教育委員（山元行博君） ： それでは、議案第５９号を採決いたします。

本件を原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（“異議なし”の声あり）

◯代表教育委員（山元行博君） ： 異議なしと認めます。よって、本件は原案ど

おり可決されました。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 次に、日程第４、報告第５８号「箕面市教育

委員会事務決裁規程改正の件」を議題といたします。議案の朗読を省略し、提

案理由を子ども未来創造局教育政策室長に求めます。

◯子ども未来創造局教育政策室長 ： 本件は、教育委員会事務局の事務決裁に係

る規定を整備するため、所要の改正を行う必要が生じましたが、教育委員会会

議を招集する時間的余裕がないことが明らかであったことから、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第２５条第１項及び箕面市教育委員会教育長に対

する事務委任規則第３条第１項の規定により、教育長が臨時に代理しましたの

で、同条第２項の規定に基づきご報告するものです。その内容につきましては、

子育て支援課等が分掌する事務を掌理する担当部長が不在のときに、子ども未

来創造局長が専決を行うこととする特例を定めるものです。

◯代表教育委員（山元行博君） ： ご質問、ご意見をお受けいたします。

◯代表教育委員（山元行博君） ： それでは、報告第５８号を採決いたします。



本件を報告どおり承認することにご異議ございませんか。

（“異議なし”の声あり）

◯代表教育委員（山元行博君） ： 異議なしと認めます。よって、本件は報告ど

おり承認されました。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 次に、日程第５、報告第５９号「箕面市教育

委員会の所管に係る令和２年度一般会計補正予算の件」を議題といたします。

議案の朗読を省略し、提案理由を子ども未来創造局教育政策室長に求めます。

◯子ども未来創造局教育政策室長 ： 本件は、令和２年度当初予算編成以降の事

務の変更等に伴い、箕面市教育委員会所管に係る令和２年度箕面市一般会計予

算の補正を市長に要請する必要が生じましたが、教育委員会会議を招集する時

間的余裕がないことが明らかであったことから、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第２５条第１項及び箕面市教育委員会教育長に対する事務委任規

則第３条第１項の規定により、教育長が臨時に代理しましたので、同条第２項

の規定に基づきご報告するものです。その内容につきましては、令和２年度箕

面市一般会計補正第１１号として、学校教育関係につきまして、学童保育事業

における新型コロナウイルス感染症対策としての衛生用品の購入のため、歳入

及び歳出におきまして、７百万円の増額を、それぞれ行おうとするものです。

子育て関係につきましては、公立保育所、公立幼稚園、民間保育園等、計４５

園所に対して、新型コロナウイルス感染症対策経費を交付するための措置とし

て、歳入及び歳出におきまして、２千６百５０万円の増額を、それぞれ行おう

とするものです。次に、令和２年度箕面市一般会計補正第１３号として、学校

教育関係につきまして、小中学校における採点支援システムの構築、並びにオ

ンライン授業用品及び新型コロナウイルス感染症対策用品の購入のため、歳入

及び歳出におきまして、７千６百万円の増額を、それぞれ行おうとするもので

す。

◯代表教育委員（山元行博君） ： ご質問、ご意見をお受けいたします。

◯代表教育委員（山元行博君） ： それでは、報告第５９号を採決いたします。

本件を報告どおり承認することにご異議ございませんか。

（“異議なし”の声あり）

◯代表教育委員（山元行博君） ： 異議なしと認めます。よって、本件は報告ど

おり承認されました。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 次に、日程第６、報告第６０号「箕面市奨学

生選考委員会委員解職及び任命の件」を議題といたします。議案の朗読を省略

し、提案理由を子ども未来創造局学校生活支援室長に求めます。

◯子ども未来創造局学校生活支援室長 ： 本件は、箕面市奨学生選考委員会委員

の解職及び任命を行う必要が生じたため、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第２５条第１項及び箕面市教育委員会教育長に対する事務委任規則第３



条第１項の規定により、教育長が臨時に代理しましたので、同規則第３条第２

項の規定によりご報告するものです。

◯代表教育委員（山元行博君） ： ご質問、ご意見をお受けいたします。

◯代表教育委員（山元行博君） ： それでは、報告第６０号を採決いたします。

本件を報告どおり承認することにご異議ございませんか。

（“異議なし”の声あり）

◯代表教育委員（山元行博君） ： 異議なしと認めます。よって、本件は報告ど

おり承認されました。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 次に、日程第７、報告第６１号「箕面市社会

教育委員解職の件」を議題といたします。議案の朗読を省略し、提案理由を子

ども未来創造局文化国際室長に求めます。

◯子ども未来創造局文化国際室長 ： 本件は、箕面市社会教育委員から辞職願が

提出されましたので、これを承認のうえ解職する必要が生じましたので、地方

教育行政の組織及び運営に関する法律第２５条第１項及び箕面市教育委員会教

育長に対する事務委任規則第３条第１項の規定により、教育長が臨時に代理し

ましたので、同規則第３条第２項の規定により報告するものです。

◯代表教育委員（山元行博君） ： ご質問、ご意見をお受けいたします。

◯代表教育委員（山元行博君） ： それでは、報告第６１号を採決いたします。

本件を報告どおり承認することにご異議ございませんか。

（“異議なし”の声あり）

◯代表教育委員（山元行博君） ： 異議なしと認めます。よって、本件は報告ど

おり承認されました。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 次に、日程第８、議案第６０号「箕面市社会

教育委員委嘱の件」を議題といたします。議案の朗読を省略し、提案理由を子

ども未来創造局文化国際室長に求めます。

◯子ども未来創造局文化国際室長 ： 本件は、箕面市社会教育委員の解職に伴い

新たな委員を委嘱するため、社会教育法第１５条第２項並びに箕面市社会教育

委員に関する条例第２条、第３条及び第４条の規定に基づき、提案するもので

す。

◯代表教育委員（山元行博君） ： ご質問、ご意見をお受けいたします。

◯代表教育委員（山元行博君） ： それでは、議案第６０号を採決いたします。

本件を原案どおり可決することにご異議ございませんか。

（“異議なし”の声あり）

◯代表教育委員（山元行博君） ： 異議なしと認めます。よって、本件は原案ど

おり可決されました。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 次に、日程第９、報告第６２号「箕面市教育

委員会人事発令の件」を議題といたします。議案の朗読を省略し、提案理由を



子ども未来創造局教育政策室長に求めます。

◯子ども未来創造局教育政策室長 ： 本件は、人事発令を行う必要が生じました

ため、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２５条第１項並びに箕面市

教育委員会教育長に対する事務委任規則第３条第１項の規定により、教育長が

臨時に代理しましたので、同規則第３条第２項の規定により、報告するもので

す。

◯代表教育委員（山元行博君） ： ご質問、ご意見をお受けいたします。

◯代表教育委員（山元行博君） ： それでは、報告第６２号を採決いたします。

本件を報告どおり承認することにご異議ございませんか。

（“異議なし”の声あり）

◯代表教育委員（山元行博君） ： 異議なしと認めます。よって、本件は報告ど

おり承認されました。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 次に、日程第１０、報告第６３号「箕面市教

育委員会会議録の承認を求める件」を議題といたします。議案の朗読を省略し、

提案理由を子ども未来創造局教育政策室長に求めます。

○子ども未来創造局教育政策室長 ： 本件は、去る令和２年８月６日に開催され

た令和２年第８回箕面市教育委員会定例会会議録、及び同年９月３日に開催さ

れた令和２年第３回箕面市教育委員会臨時会会議録を作成しましたので、箕面

市教育委員会会議規則第５条の規定に基づき、報告するものです。

◯代表教育委員（山元行博君） ： ご質問、ご意見をお受けいたします。

◯代表教育委員（山元行博君） ： それでは、報告第６３号を採決いたします。

本件を報告どおり承認することにご異議ございませんか。

（“異議なし”の声あり）

◯代表教育委員（山元行博君） ： 異議なしと認めます。よって、本件は報告ど

おり承認されました。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 各委員から教育行政に係ることで、何かご意

見等ありますでしょうか。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 他に事務局から「その他、教育行政に係る報

告」があれば、申出を受けますが、いかがですか。

◯子ども未来創造局学校教育監 ： 今回の第三中学校教職員の新型コロナウイル

スの陽性者にかかることにつきまして、第三中学校の取り組みについて説明さ

せていただきます。第三中学校の状況については冒頭に教育長から説明がござ

いましたとおり、教職員１名がＰＣＲ検査を受け陽性の結果が出たため、昨日

第三中学校は休業を取ったものでございます。その際、濃厚接触者３名が陰性

であることが判明いたしましたので、本日より学校は再開しております。学校、

生徒への対応として、濃厚接触者として出席停止となった生徒に対して、登校

再開に向けて学校の方で丁寧に聞き取りや面談、家庭訪問等を行って、子ども



たちの不安、ご家庭の不安を取り除いていきたいと考えているところです。ま

た、登校後におきましても、教職員による見守りを丁寧に行っていく必要があ

ると思っておりまして、安心して学校生活が送れるように取り組んでいきたい

です。万が一、生徒がメンタル面で悩み事が出たり、周りの生徒からのいじめ

等が発生したりするようなことがありましたら、学校としてしっかりと対応し

ていくと確認しております。迅速かつ丁寧に対応していくようにと事務局から

も指示をしているところでございます。必要に応じて、スクールカウンセラー

等の面談についても検討していきたいと考えております。また、第三中学校の

全生徒に対してですが、冒頭にありましたように、差別や偏見を持たないよう

にということで、学活や道徳の時間を使って特別授業を実施していきたいと考

えております。第三中学校以外の学校について、他の小中学校においても同様

に取り組んでいく必要があると考えておりますので、学活や道徳の時間を用い

た特別授業を早急に取り組んでいきたいと考えているところです。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 何か、この件についてございますか。

◯教育長（藤迫稔君） ： 冒頭にも言いましたが、やはり今一番心配しているの

は、差別や偏見などにより人権侵害になる可能性が出てきますので、そういっ

たことがないように、第三中学校のことを契機に他の学校でもしっかり取り組

んでいきたいと思っておりますので、よろしくお願いします。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 基本的なことですが、マスク、手洗いを継続

して徹底していかないと厳しいと思います。私が見る範囲ではマスクをしてい

ない人も増えてきたし、手洗いをしていないのではと感じる人も増えてきまし

た。これでコロナに対応できるのかと、私は年齢がいっているので心配になり

ます。小中学生に対する指導と同時に、それを見守る大人たちもきちんとマス

クや手洗いでコロナに対応していこう、対決していこうということを、くれぐ

れもきちんと示して欲しいです。すでに行っていただいていると思いますが、

啓発も含めてよろしくお願いします。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 他、どうでしょうか。

◯子ども未来創造局教育政策室長 ： 冒頭、教育長からもございましたが、市長

との意見交換会が各部局において実施されました。学校教育担当、子育て担当、

生涯学習担当の方からその概要につきましてご報告させていただきます。学校

教育担当でございますが、今回、ＧＩＧＡスクール構想として１人１台タブレ

ット体制がいよいよスタートいたします。問題はここからタブレットをどう活

用していってＩＣＴを進めていくか、また子どもたちの学びを高めていくかと

いうところで、持ち帰り等のやり方や、中学校のドリルについてどういったも

のを検討するのかということで、意識合わせをさせていただいたところでござ

います。また教学の森につきまして、指定管理の期間が満了を迎えるというこ

とで、今後の活用につきましてさらに幅広く活性化を考えていくとともに、い



ろいろな形の指定管理も含めまして、活用を進めていくということで確認をし

ております。すでに給食では公会計化が進んでいますが、小中学校が保護者か

ら徴収させていただいております学校徴収金というものにつきまして、公会計

化について検討を進めていくということにつきましても確認をさせていただき

ました。また冒頭ございましたが、熱中症対策ということで、ご存じのとおり、

本市につきましてはＷＢＧＴという基準を使って２８度というラインを定めて

おりますが、実際に、活動について非常に制限が出ているということで、少し

いろいろなご意見を聞いた上で、検討を進めていくということにつきまして市

長とも確認をさせていただきましたので、教育委員会として検討をすすめてい

きたいと思いますので引き続きよろしくお願いします。

◯教育長（藤迫稔君） ： 熱中症対策の件で、市長意見交換会後にすでに具体的

にどんな感じで動いているのかということだけ、共有してください。

◯子ども未来創造局教育政策室長 ： つい先日連絡が取れまして、ＰＴＡ会長会

の場を少しお借りいたしまして、事務局より今のお話をさせていただき、その

場ですぐにどうこう見直すということでなく、各学校に戻りＰＴＡ役員のみな

さんをはじめといたしまして、いろいろなかたのご意見をいただきたいと思っ

ているので、そういった場を持っていただけないかと投げかけをさせていただ

いたところでございます。引き続き、他団体等につきましても、教職員につき

ましても、そういった形でいろいろなご意見を聞いてまいりたいと思っていま

す。

◯子ども未来創造局担当副部長 ： 補足になりますが、やはり検討を進めてい

くということにあたっては、子どもたちの安全を最優先に考えていくというこ

とが非常に重要だと考えておりまして、少し専門的意見のアドバイスも受けな

がら検討していきたいと考えています。熱中症の研究を専門にする学識経験者

や、ガンバ大阪のスポーツコーチの意見を聞き、どういった安全対策を取って

いるかなどのヒアリングを進めているところです。もう少しご意見を伺いなが

ら、安全にできる方法を事務局でもしっかりと検討しつつ多方面のかたがたの

ご意見も聞いていきたいと考えております。

◯教育長（藤迫稔君） ： 市長との意見交換会の時も言っていたのですが、ＷＢ

ＧＴ２８度以上が危険なのかどうかということについては、危険であると明ら

かにデータで出ていますので、危険だという前提で、今まではその数字を持っ

て機械的にだめだと言っていたものを、機械的でなく何か対策をすれば、現場

の責任者が、やる判断、やめる判断もするのもあり、負荷を下げるという判断

するのもあり、とするのはどうかということです。そういうことを今から専門

家の意見も聞きながら、実際のＰＴＡのかたがたや学校現場の意見も聞きなが

ら検討していきたいです。一番の心配は、機械的にやれば現場の人間の判断が

及ばないわけですが、今後の見直し基準では、現場の責任者の判断が危険を左



右する大きな事実になりますので、その辺をしっかりとやっていくためには、

私のイメージでは、こういった兆候が見えたらこう対応していく、等といった

フローチャートを作るのかなと思います。安全確認ができるのであれば活動を

する、というようなことになるのかと私個人、勝手に考えておりますが、なか

なかまだそこまで進んでいません。まずはいろいろな意見を聞きながら様々な

データを整えながら進んでいきたいと思っておりますので、その都度議論させ

ていただきたいと思いますのでよろしくお願いします。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 他、どうでしょうか。

◯子ども未来創造局副理事 ： 市長との意見交換会について、生涯学習担当の報

告です。市有財産の有効活用という観点から、大きく３点お話がありました。

１つ目は、箕面新稲の森の活用について、スカイアリーナの裏の山手にある約

５ヘクタールの山林部分ですが、今年３月に土地所有者より市へ寄付をいただ

き、土地の所有権が市に移りましたので、市としてはスカイアリーナの裏手に

あるその土地を、スポーツ的施設も含めて広く市民の利用にも供しながら、豊

かな自然を保全していこうという方針で、５月から８月にかけて市民の意見を

募集したところです。市民意見としては７件ほど意見があり、基本的には屋外

型のグランド的使用を含めて自然を残していこうという意見がありましたので、

引き続きそういった提案を参考に検討していくという話をさせてもらっている

ところです。市長からは、特にスカイアリーナの裏手の土地なので、スカイア

リーナという公共施設と一体となって有効活用し、活性化していく方向で進め

ればよいのではないか、と指摘をしていただいております。２つ目は西南図書

館の活性化についてです。西南図書館は専属の駐車場が２５台分ありますが、

平日は平均５、６台で稼働率が２５％程度であります。始めの３０分間は無料

で、以降有料としているということもありますが、平日が稼働率２５％、休日

でもイベントがなければ稼働率３０％という状況です。まだまだ駐車場の空き

がありますので、空きをフル活用し、さらに蔵書の特化など図書館の魅力との

抱き合わせという形の中で西南図書館を活性化していきたいという方向で、確

認をしていただいております。特に車椅子を利用しているかたや、なかなか来

館できない子育て世帯を対象に無料駐車時間を１、２時間延ばす等、そういっ

たことを含めて今後検討していくことになります。３つ目は総合水泳・水遊場

の話です。昨年、外院の用地買収も終わりまして、設計、建築から管理運営ま

で全部を、民間の力を使おうと、今年８月からＰＦＩ事業の募集をしていると

ころですが、それにつきましても引き続き民間のノウハウを最大限に生かしな

がら利用活用していくという形を、確認いただいたところです。以上、３点ご

報告させていただきます。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 他、どうでしょうか。

◯子ども未来創造局担当副部長 ： 子育て担当の報告は大きく２点あります。ま



ず公立幼稚園、保育所８園所の将来像についてということで、今、箕面市で進

めております学校法人（仮称）箕面教育保育機構の設立に向けて、進捗状況の

確認がありました。これにつきましては、箕面市としましては、公立幼稚園、

保育所の現在の役割を維持しつつ、新しい法人に施設を移していくことで、国・

府などの財源も活用して幼児教育保育のさらなる充実をはかっていきたいと進

めているのですが、大阪府としては箕面市の方向性について理解しがたい、公

立でそのままやればいいのではということを含めて平行線をたどっておりまし

て、非常に難航しているという状況をご報告いたしました。今後につきまして

は、もしこの学校法人化ということが、実現が難しいということであったとし

ても、やはり今後の公立幼稚園、保育所８園所のあり方、無償化が実施された

今現在の市内の就学前の幼児教育保育施設の充足率や、今後の就学前人口、保

育・幼児教育のニーズをきちんと踏まえた上で公立幼稚園、保育所８園所のあ

り方、方向性を早急にきちんと決定していくようにというご指示がありました。

もう１点が児童相談支援センターの体制の確立につきまして、児童相談支援セ

ンターの現在の体制などについて、また今後目指すべきものなどについて確認

等がありました。児童相談支援センターにつきましては、現在２０名体制で業

務に取り組んでおりまして、この２０名体制というのが全国的に同じような人

口規模のなかで、例えば充実しているのかどうかという確認のなかで、箕面市

としては平成２９年１２月に発生しました非常に痛ましい事案を二度と繰り返

さないという堅い意志のもとに現在の２０名体制というのを築いておりまして、

これは全国的に見ても充実しているであろうという状況をご報告させていただ

きました。しかしながら、この体制につきましては、常勤職員や会計年度任用

職員等々で構成された２０名ですが、業務内容において対人関係での軋轢が非

常に多かったり、きちんとした判断が求められたりなど、非常にストレスフル

で仕事の質として重いものでありますので、やはり箕面市としては常勤体制を

整えていきたいと考えています。国の補助制度が常勤職員の人件費を対象とし

ておらず、箕面市でいうところの会計年度任用職員しか対象にならないという

こともありまして、これについては重い業務内容、夜間対応等を含めて、引き

続き国に補助対象範囲の拡大を強く求めていくとともに、その制度が変わるま

での間につきましては、児童相談支援専門員の職種を会計年度任用職員によっ

て対応しているのですが、この会計年度任用職員の処遇の改善にむけて取り組

み、検討を進めていきたいという確認をさせていただきました。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 他、どうでしょう。

◯教育長（藤迫稔君） ： 学校法人のところを補足させていただきますと、これ

はなかなか長い期間、前に進んでいません。一度私も大阪府教育庁の私学監に

会いに行ってとにかく前に進めて欲しいと言いましたが、前に進まず、最終的

には倉田前市長が、大阪府の教育長にお会いいただき、それでやっと前を向い



ていきましょうかとせっかく軌道に乗りかかったところに、今回のコロナの事

態で、何ヶ月もブランクが開いて仕切り直しとなってしまったので、一向に前

に進んでいません。難しいところですが、意見交換会でもこういう状況で前に

進んでいないことを説明しましたら、市長からはいつまでも進まないと言わず

に頑張れということでしたが、もしうまくいかなかった時はどうするのかを今

から別でしっかり考えて欲しいという指示でした。その時になって慌てるので

なく一方で学校法人化は進めるが、うまくいかなかった時はどう考えるのかを、

今から平行してやっておかないと時間のロスになるということです。総じて市

長との意見交換会で私が感じたのは、市の公共施設等、かなり稼働率が悪いが

きちんと使えているのか、使えていないところはきちんと使うように、また市

の所有地を有効に活用しなさいなどと、要は公共の部分をしっかり使う、遊ば

せないという意識が強いのと、民ができるものは民でするという意識が相当強

いと感じましたので、正直なところしんどい部分はありますが、しっかりやっ

ていきたいと思いますので、よろしくお願いします。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 他、どうでしょうか。

◯代表教育委員（山元行博君） ： ＷＢＧＴについて、今年やっとＮＨＫの天気

予報で出るようになりましたよね。箕面市より一歩二歩遅れでやっと市民権を

得てきたのかと、国民の間にもＷＢＧＴに対する関心が増え、今後議論がスタ

ートするのかと思っています。部活動についても、コロナの対策も含めていろ

いろな映像を見ていた中で気になったのは、合唱部がマスクして歌っていたこ

とです。この部屋のＷＢＧＴはいくらなのかと気になってしまいました。子ど

もたちには活動をさせてあげたいです。コロナであっても熱波であっても何と

かいろいろな道筋を作って活動できるようにしてあげたいと思います。先ほど

教育長がおっしゃったように、このケースではこの種目ではどうなっていくの

かということを細かく想定していかないと、子どもたちはいつまでもどれもだ

めとなって進みません。これだけ活動を制限されてしまっているので、何とか

活動できる場面を探ってあげて欲しいという思いがありますので、ぜひよろし

くお願いいたします。

◯子ども未来創造局学校教育監 ： 冒頭、夏休みの部活動の試合のことについて

ご質問あったのですが、何とか活動させてあげたいということで、例えば学校

の吹奏楽部の演奏会は非常に制約がかかっておりますが、学校としても何とか

演奏会をする方法はないかということで工夫していて、オンラインで保護者や

在校生等に配信をするという方法で発表会をしているなどの状況もあります。

引き続きいろいろな方法で学校の方も試合も含めて活動を制限しない方法を模

索して工夫していきたいと考えております。よろしくお願いいたします。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 他、どうでしょうか。

◯代表教育委員（山元行博君） ： 以上をもちまして、本日の会議は全て終了し、



付議された案件、議案２件、報告６件は、全て議了いたしました。教育長にお

返しします。

◯教育長（藤迫稔君） ： ありがとうございました。これをもちまして、令和２

年第９回箕面市教育委員会定例会を閉会いたします。

（午後２時５３分閉会）

以上のとおり会議の次第を記し、相違ないことを認めたので、ここに署名する。
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